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1．

カーボン素材の特性を調べる為の候補のとしてラマン、

XPS、電気化学手法、AFM, TEM などがある。我々の研

究室では、アンバランスドマグネトロンスパッタ装置を用い

て、sp2 結合と sp3 結合が複合したカーボン薄膜を作成し

(UBM)、電気化学的測定による評価を行ってきた。sp2 と

sp3 結合が複合したカーボン電極は他にもダイアモンドラ

イクカーボン(DLC)が報告されているが、 UBM と DLC
では、電気化学的特性が違う事が分かっている。またマク

ロレベルでは、sp2結合と sp3結合が非結晶中に存在して

いるように見えるが、TEM で解析すると UBM には、ナノ

レベルにおいて sp2 結合の結晶を有する事を報告してき

ている。この sp2結合の結晶性を顕微レーザーラマン分光

装置(RAMAN)を用いて検討した。 

概要 (Summary) 

 
2．
・利用した主な装置 

実験 (Experimental) 

顕微レーザーラマン分光装置 (RAMAN)  
 

・実験方法 
顕微レーザーラマン分光装置を用いて、グラッシーカ

ーボン(GC)、DLC、UBM のラマン測定を行った。 
 

3．
顕微レーザーラマン分光装置 (RAMAN)を用いて, 

励起波長 532 nm における幅 0.5 cm, 長さ 0.5 cm のカ

ーボン素材(グラッシーカーボン(GC)、DLC、UBM)のラ

マン測定の結果を Fig. 1 に示す。それぞれ、明確な違い

は確認されたものの、sp2 の結晶性を議論する事が困難

である事が分かった。sp2 結合の結晶性の大きさによって、

励起する波長が変わるという報告もあるので、励起波長を

変えて(532nm及び 780nm）測定を行ったが明確な変化

が得られなかった。sp2 の結晶性の議論は今回の測定で

は議論できない事が分かった。 

結果と考察 (Results and Discussion) 

Fig. 1 Raman spectra of various carbons. 

 
4. 
・参考分析 
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